
6.吉野川の将来像
 [3]

これ以上変えないで（今のまま・人工的にしないで）
川との共存、共栄

水量が多く、ゆったりと流れる大河

自然と調和している・自然が豊か

上流・下流をきれいにし、山川を守る

他に誇れる川に（宝）

四季を通じて楽しめる川に

親しみのもてる川（いやされる川）

危険がなく安心して遊べる川

美しい、清らか、きれいな川であってほしい

家庭排水の流入・汚水、浄化、下水道

虫・生物・魚のいる川

飲み水は（自分達で）守っていきたい

交
通

道路・橋など交通アクセスについて

吉野川を守る意識を高める

協力してきれいに

県民・住民のための川

住民の意見を大切に

森林の植林や堤防整備により治水対策を

水害のない川（洪水・住民の安全）

第十堰の整備についての様々な意見

ダム・堤防はいらない

水の確保

中州の木を伐採したり、浚渫して流れを戻したい

イベントについて

憩いの広場を（公園）

運動施設・キャンプ場の施設�（サイクリング等）

観光について・PRについて

国土交通省への批判・要望など

ごみの不法投棄について
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吉野川の将来像「地区別」（図Ⅱ-28）

自
然

安
全
・

親
し
み

水
質

県
民
の
意
識

0 5 10 15 20 25

合計

下流地区

上流地区

源流地区

その他

四県以外

％


